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大阪健康福祉短期大学地域総合介護福祉学科授業科目履修規程 

 

（目的） 

第１条 この規程は、大阪健康福祉短期大学（以下、「本学」という。）学則第７条、第８条、第９条、

第１０条、第１１条、第２４条及び教学規程第４条、第５条、第６条、第７条、第９条、第１５条、第

３４条、第３６条に規定する地域総合介護福祉学科の授業科目の履修及びこれに関する事項について定

める。 

 

（卒業要件） 

第２条 本学科を卒業するためには、学則３条に定められた修業年限以上在籍し、別表第１に定められ

た授業科目及び単位数の内、学則第１０条に定められた単位数を修得しなければならない。 

 

（科目群の設定） 

第３条 選択必須科目を人間と社会群（Ａ群）、発達と老化の理解群（Ｂ群）に分ける。 

 ２ 人間と社会群（Ａ群）は、別表第２のとおりとする。 

 ３ 発達と老化の理解群（Ｂ群）は、別表第３の通りとする。 

 

（履修要件） 

第４条 本学科に属する者は、卒業及び資格、免許取得に必要な必修科目及び選択必修科目、選択科目

を履修し、その単位を修得しなければならない。 

（１）卒業のみの場合は、指定された卒業必修科目を含めて６２単位以上の単位を履修し、その単位を

修得しなければならない。 

（２）介護福祉士国家試験受験資格取得に必要な履修科目及び単位修得については別に定める。 

（３）年間に履修できる単位数は７２単位を上限とする。ただし、再履修を行う科目の単位数は算入し

ない。 

 

（実習の設定） 

第５条 本学学則第７条、第１１条第２項、及び教学規程第９条第３項第５号、第１５条第３項、第３

４条、第３６条第４項にいう「別に定める施設等における実習（以下「施設等実習」という）」とは、

別表第６に示すものとする。 

 

（介護福祉士国家試験受験資格） 

第６条 本学科において、介護福祉士国家試験を受験しようとする者は、社会福祉士及び介護福祉士法

（昭和６２年法律第３０号）第４０条の規定に基づき、所定の科目を履修し、単位を修めて卒業しなけ

ればならない。 

２ 前項の科目履修については、別に定める。 

 

（規程の改廃） 

第９条 この規程の改廃は、教授会の議を経て学長が行う。 

 

附則 

１ この規程は、２０２２年４月１日から施行する。 



別表第１　（第２条関係）地域総合介護福祉学科
● 卒業必修
◎ 資格必修 無印は選択
○ 必修

前期 後期 前期 後期
人間の尊厳と自立 人間論 講義 2 ● ◎ 30

人間関係とコミュニケーションⅠ 講義 2 ● ◎ 30
人間関係とコミュニケーションⅡ 講義 2 ◎ 30
生活と社会福祉Ⅰ 講義 2 ● ◎ 30
生活と社会福祉Ⅱ 講義 2 ● ◎ 30
地域社会における福祉専門職の役割 講義 2 ◎ 30
日本の生活文化 演習 1 〇 〇 30
ソーシャルワーク論 演習 1 〇 〇 30
日本国憲法 講義 2 〇 〇 30
介護の基本 講義 2 ● ◎ 30
介護対象者論Ⅰ 講義 2 ● ◎ 30
介護対象者論Ⅱ 講義 2 ● ◎ 30
尊厳と自立を支える介護 講義 2 ● ◎ 30
リハビリテーション論 講義 2 ◎ 30
家政学概論 講義 2 ◎ 30
介護現場におけるコミュニケーション技術 演習 1 ● ◎ 30
視覚障がい者とのコミュニケーション 演習 1 ◎ 16
聴覚障がい者とのコミュニケーション 演習 1 ◎ 16
生活支援技術Ⅰ 演習 2 ● ◎ 60
生活支援技術Ⅱ 演習 2 ● ◎ 60
生活支援技術Ⅲ 演習 2 ◎ 60
生活支援技術Ⅳ 演習 2 ◎ 60
生活環境の整備 演習 1 ● ◎ 30
栄養・調理の方法 演習 1 ● ◎ 30
介護過程の基本 講義 2 ● ◎ 30
介護過程の展開Ⅰ 演習 2 ◎ 30
介護過程の展開Ⅱ 演習 2 ◎ 30
介護過程の実践的展開 演習 1 ◎ 30
ケアマネジメント論 講義 2 ● ◎ 30
介護総合演習Ⅰ 演習 1 ◎ 30
介護総合演習Ⅱ 演習 1 ◎ 30
介護総合演習Ⅲ 演習 1 ◎ 30
介護総合演習Ⅳ 演習 1 ◎ 22 8
介護福祉研究法 演習 2 ◎ 16 16 14
介護実習Ⅰ（体験実習Ⅰ） 実習 1 ◎ 40
介護実習Ⅰ（体験実習Ⅱ） 実習 1 ◎ 40
介護実習Ⅰ（体験実習Ⅲ） 実習 1 ◎ 40
介護実習Ⅰ（体験実習Ⅳ） 実習 1 ◎ 40
介護実習Ⅱ（展開実習A） 実習 4 ◎ 120
介護実習Ⅱ（展開実習B） 実習 4 ◎ 176
こころのしくみ 講義 2 ◎ 30
からだのしくみ 講義 2 ◎ 30
生活に関連したこころとからだのしくみ 講義 4 ● ◎ 60
精神保健 講義 2 ◎ 30
発達と老化の心理学 講義 2 〇 ◎ 30
老化と高齢者の健康 講義 2 〇 ◎ 30
認知症のケアⅠ 講義 2 ● ◎ 30
認知症のケアⅡ 講義 2 ◎ 30
障がいの医学的理解 講義 2 ◎ 30
障がいの理解 講義 2 ● ◎ 30
医療的ケア概論Ⅰ 講義 2 ◎ 30
医療的ケア概論Ⅱ 講義 1 ◎ 21
医療的ケア演習 演習 1 ◎ 21
キャリアアップ教育Ⅰ 演習 1 16
キャリアアップ教育Ⅱ 演習 1 ● ◎ 16
キャリアアップ教育Ⅲ 演習 1 ● ◎ 16
キャリアアップ教育Ⅳ 演習 1 16
地域文化の創造 演習 1 ● ◎ 12 4 10 6
国家試験基礎演習 演習 2 ◎ 10 20 30

別表第２

日本の生活文化 演習

ソーシャルワーク論 演習

日本国憲法 講義

別表第３

発達と老化の心理学 講義

老化と高齢者の健康 講義
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（第３条第２項関係）介護福祉学科（安来キャンパスコース）選択必須科目「人間と社会群
（Ａ群）」一覧
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（第３条第３項関係）介護福祉学科（安来キャンパスコース）選択必須科目「発達と老化の理
解群（Ｂ群）」一覧
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